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2月9日（日）に行われた「ワラベンチャースノーモービルランド」の様子です。
スノーモービルやバナナボートに乗り、雪原を爽快に駆け回りました。今月の表紙
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＜子育て支援センター「チャチャ」についてお知らせします＞＜子育て支援センター「チャチャ」についてお知らせします＞
○子育て相談など○子育て相談など　　月曜日～金曜日　９時～ 16時15分　土日、祝日、年末年始は休み月曜日～金曜日　９時～ 16時15分　土日、祝日、年末年始は休み

子育てに関する悩みや相談などを来園、電話などで受け付けます。（Tel  5-1254）子育てに関する悩みや相談などを来園、電話などで受け付けます。（Tel  5-1254）
○一時預かり保育○一時預かり保育　月曜日～金曜日　９時～ １６時１５分（有料）　月曜日～金曜日　９時～ １６時１５分（有料）

家庭において一時的に保育が困難となったお子さんをお預かりします家庭において一時的に保育が困難となったお子さんをお預かりします
○あそびのひろば○あそびのひろば　月曜日～金曜日　９時３０分～ １５時３０分。土日、祝日、年末年始は休み　月曜日～金曜日　９時３０分～ １５時３０分。土日、祝日、年末年始は休み

こども園・保育所に入園していない保護者と乳幼児が自由にあそべる地域交流の場こども園・保育所に入園していない保護者と乳幼児が自由にあそべる地域交流の場
です。仲間づくりや情報交換の場として、気軽に利用してください。です。仲間づくりや情報交換の場として、気軽に利用してください。

★わくわくひろば★わくわくひろば　月に２回午前中、各年齢別にひろばを設けています。季節にちなんだ制作あそびや、　月に２回午前中、各年齢別にひろばを設けています。季節にちなんだ制作あそびや、
リズムあそびなどを、親子で楽しむことを計画しています。リズムあそびなどを、親子で楽しむことを計画しています。
　　　○つぼみ　ひろば・・・妊婦さんと０才児の子どもと保護者が対象です。　　　○つぼみ　ひろば・・・妊婦さんと０才児の子どもと保護者が対象です。
　　　○めばえ　ひろば・・・１才児の子どもと保護者が対象です。　　　○めばえ　ひろば・・・１才児の子どもと保護者が対象です。
　　　○わかば　ひろば・・・２才児の子どもと保護者が対象です。　　　○わかば　ひろば・・・２才児の子どもと保護者が対象です。

○すきっぷくらぶ○すきっぷくらぶ　6月～2月の隔週月曜日　１０時～ １１時　6月～2月の隔週月曜日　１０時～ １１時
こども園に入園している０.1.2歳児との交流日です。こども園に入園している０.1.2歳児との交流日です。

○なかよし保育○なかよし保育　　6月～2月の隔週月曜日　10時～ 11時　　　6月～2月の隔週月曜日　10時～ 11時　
こども園に入園している3.4.5歳児との交流日です。こども園に入園している3.4.5歳児との交流日です。

　※子育てに関する「講演・講座」など、各案内は通信紙や端末等でお知らせします。「利用のしおり」　※子育てに関する「講演・講座」など、各案内は通信紙や端末等でお知らせします。「利用のしおり」
がありますので、来園された際にお持ち帰りください。がありますので、来園された際にお持ち帰りください。

   12:30

おやつ・あそび 　お迎えを待つ（降所）

11:30

昼食準備・昼食（登所）自分の選んだあそび・いろいろな活動 おひるね

14:30 　 15:30                  17:15８:00

＜問寒別へき地保育所の保育内容等についてお知らせします＞
〇保育理念：一人ひとりを大切にする保育。
　　　　　　家庭、地域に親しまれる保育所。
〇保育方針：子どもの「育ち」を見守り、生きる力・豊かな心を育む。
〇保育目標：いきいき・にこにこ・わくわく・のびのび
〇保育内容：問寒別地区の環境や地域性を生かして、一人ひとりが健康で明るい、心豊かな子どもに成

長するように支援し、様々な体験ができるように保育を進めます。
●なかよし保育：概ね毎週月曜日　１０時～ １１時

保育所に入所していないお子さんと入所児の交流遊びの時間となっています。おひさ
ま子育て会と合同で開催する日もあります。

≪問寒別へき地保育所一日の流れ≫

内容についてお知らせします

お問い合わせ先：認定こども園　電話・告知端末機 5-１２５4
※問寒別へき地保育所、子育て支援センターに関するお問い合わせも、認定こども園でお受けします
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幌延町内の乳幼児の教育・保育
＜幌延町認定こども園の保育内容等についてお知らせします＞

〇教育・保育理念：子どもたちの健やかな成長を願い、家庭・地域と力を合わせて支え合う・育て合う・
つながる保育を目指す。

〇教育・保育方針：より良い保育環境を整え、一人ひとりの心や育ちに寄り添い、生きる力と豊かな心
を育む。

〇教育・保育目標：いきいき・にこにこ・わくわく・のびのび
〇教育・保育内容：幌延町の環境や地域性を生かして、一人ひとりが健康で明るい、心豊かな子どもに

成長するように支援し、様々な体験ができるように教育・保育を進めます。
　　　　　　　　　専門家による自然体験プログラム、英語あそび体験などの教育内容を盛り込んでい

ます。

≪認定こども園一日の流れ≫
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7:15

給

食

給
食
準
備

給

食

給
食
準
備

給

食

給
食
準
備

給

食

給
食
準
備

幼
児
教
育

降
園
準
備

降
園

おひるね 預かり保育（おひるね）

おひるね
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子育て支援事業

一　時　預　か　り　事　業

19:00

時間外保育

時間外保育

預かり保育
（降園時間含む） 時間外保育

時間外
保育

保　　育
（おやつ・あそび）
（降園時間含む）
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〇時間外保育・預かり保育などは、
　事前申し込みにより実施（有料）土曜日保育事業（保育の必要性が生じた場合、事前申し込みにより対応）

8:15 9:00 16:15

保
　
　
　育
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町出身 清水健
けんしゅう

州さん
念願の春高バレーに出場！

　１月５日（日）から東京体育館で開催された「ジャパネット杯　春の高校バレー第77回全日本バ
レーボール高等学校選手権大会（通称「春高」）」に、北海道代表（第２代表）の札幌大谷高等学校
に在籍する町出身の清水健州さん（３年）が出場し、リリーフサーバーとして、チームの勝利に貢
献しました。初戦は、天理高校（奈良代表）と対戦し、２－０で見事勝利しました。続く２回戦は、
今大会優勝校の駿台学園（東京代表）と対戦し、結果は０－２で2回戦敗退となりました。
　清水さんからは、「2回戦で敗退となり悔しさはありますが、高校
最後の大会で北海道代表として、仲間たちと一緒に春高のコートに
立つことが出来たこと、強豪校相手にも、チームとして自分達らしく、
最後まで堂々と声を掛け合いプレーできたことが良かった。」とコメ
ントをいただきました。
　小学校時代は幌延ジーライズの中心メンバーとして活躍。中学か
らはバレーボール強豪校の札幌大谷中学校に進学し、中体連や北海
道選抜で中心選手として全国大会に出場しました。念願の春高初出
場おめでとうございます、今後の更なる活躍を期待しています。

「幌延北流の紅翼」・「幌延北流の夢翼」
第28回 北海道子どもかるた大会で敢闘賞獲得！

　2月16日（日）に定山渓ビューホテルで開催された「第28回 北海道子どもかるた大会」に、宗谷
地区代表として、小学生の部に「幌延北流の紅翼（メンバー：渡邊咲羽さん、山路慧さん、早坂彩
海さん、金子詠星さん、門田絋夢さん）」が、中学生の部には「幌延北流の夢翼（メンバー：鷹合留
華さん、早坂樹さん、門田光環さん、鷹合玲奈さん）」が出場しました。小学生の部に出場した「幌
延北流の紅翼」は、2回戦を勝ち上がり、準々決勝で惜しくも敗退。三位決定戦の末、敢闘賞を獲
得しました。中学生の部に出場した「幌延北流の夢翼」は初戦敗退となりましたが、敗者復活戦で
勝ち上がり、三位決定戦の末、敢闘賞を獲得しました。両チームともチームワークの良さを活かし、
日ごろの練習成果を十分に発揮することができました。今後の更なる活躍に注目です。

▶小学生チーム「幌延北流の紅翼」 ▶中学生チーム「幌延北流の夢翼」
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幌延町商工会青年部・女性部から
交通安全啓発用品が寄贈されました

　幌延小学校及び問寒別小学校へ今春入学する新１年生へ登下校時の安全確保のため、交通安全啓
発用品として、幌延町商工会青年部高橋部長から「防犯ブザー」が、幌延町商工会女性部林部長か
らは、手編みの「すず」が寄贈されました。
　寄贈された「防犯ブザー」と手編みの「すず」は３月下旬に役場などで手渡されます。

▶寄贈された「防犯ブザー」と手編みの「すず」

学校名 地区名 新入学児童氏名（ふりがな） 保護者

幌延小

字幌延

伊藤　涼太（いとう　りょうた） 伊藤　太博

梶　　　茅（かじ　かや） 梶　　　淳

松村　季帆（まつむら　きほ） 松村　渉汰

2条南 佐藤　柚樹（さとう　ゆずき） 佐藤　美彦

5条南 山路　　英（やまじ　えい） 山路　　斉

宮園町 小田　一葉（おだ　かずは） 小田　吉光

栄町
清水　颯眞（しみず　ふうま） 清水　和也

鎌田　邑歩（かまだ　ゆうほ） 鎌田　　淳

問寒別小
字問寒別 前田　杏一郎（まえだ　きょういちろう） 前田　優花

字中問寒 尾内　颯友（おうち　はやと） 尾内　満希

（令和７年2月1日現在）

※保護者の了承を得た方について掲載しています。

もうすぐ1年生！

お問い合わせ先：教育委員会 総務学校係　電話 ５-1117　告知端末機 ５-8817

令和７年度に町内の小学校入学予定の令和７年度に町内の小学校入学予定の
新入学児童を紹介します新入学児童を紹介します
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ほろのべ議会だより 第137号 ほろのべ議会だより 第137号 

北緯45度のまち 第137号
●発行
●編集
●電話
●FAX

北海道幌延町議会

01632-5-1111
01632-5-2971

議会報編集委員会

主

な

内

容

一般質問
第６回幌延町議会定例会
西天北五町衛生施設組合全員協議会
北留萌消防組合議会定例会
まちづくり常任委員会
原子力機構報告会
議会の動き
行政視察報告会
編集後記

………………………………………… 6～8
……………………… 8～9

…………… 9
……………………… 9

…………………………… 10
………………………………… 10

………………………………………… 11
…………………………………… 11

…………………………………………… 11

質
問

設
立
が
昭
和
63
年
（
１

９
８
９
年
）
で
35
年
経
過
し
、

開
基
百
年
か
ら
約
26
年
が
た
ち
、

我
が
町
の
歴
史
、
文
化
が
蓄
積

さ
れ
て
い
る
べ
き
場
所
と
認
識

し
て
い
る
。

　
町
長
は
、
郷
土
資
料
館
の
存

在
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、

認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長

町
の
歴
史
や
民
俗
資
料
、

動
植
物
標
本
、
鉱
物
資
料
な
ど

郷
土
資
料
の
収
集
・
保
存
管
理

を
目
的
と
し
て
、
幌
延
町
の
歩

み
を
知
る
こ
と
と
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
資
料
館
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

質
問

施
設
開
館
後
の
入
館
者

の
推
移
、
最
大
、
最
少
の
年
と

人
数
、
令
和
５
年
度
よ
り
以
前

３
年
分
の
人
数
は
。

教
育
長

オ
ー
プ
ン
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
延
べ
１
万
２
，
７

８
６
人
。
入
館
者
が
多
か
っ
た

の
は
、
オ
ー
プ
ン
し
た
昭
和
63

年
度
１
，
９
０
３
人
、
少
な
か

っ
た
の
は
、
令
和
３
年
度
93
人
、

令
和
４
年
度
１
５
３
人
、
令
和

５
年
１
７
９
人
で
、
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
。

質
問

設
立
後
、
展
示
物
の
配

置
、
内
容
収
集
、
模
様
替
え
な

ど
の
経
緯
は
。

教
育
長

大
々
的
な
展
示
物
、

模
様
替
え
は
、
過
去
に
行
っ
た

経
緯
は
な
い
。

質
問

今
後
に
向
け
て
、
ど
の

よ
う
に
維
持
検
討
さ
れ
て
い
く

の
か
。

教
育
長

こ
れ
ま
で
同
様
に
維

持
管
理
に
努
め
、
令
和
元
年
か

ら
動
き
出
し
た
管
内
市
町
村
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

近
隣
の
学
芸
員
等
の
専
門
家
の

支
援
を
頂
き
な
が
ら
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今
後
、

展
示
替
え
、
模
様
替
え
、
修
復

作
業
等
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

質
問

こ
の
１
年
間
、
町
長
、

教
育
長
、
何
度
、
訪
れ
た
か
。

町
長

コ
ロ
ナ
以
降
は
、
行
っ

て
い
な
い
が
修
繕
と
か
維
持
管

理
で
行
っ
て
い
る
。

深 澤　博 幸
・
郷
土
資
料
館
の
設
置
・
管
理
運
営

に
つ
い
て

地域の課題をとらえて
一般質問　第６回定例会（12月10日）

■深澤　博幸
■齋賀　弘孝
■佐藤　忠志

３氏が質問
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ほろのべ議会だより 第137号 ほろのべ議会だより 第137号 

質
問

町
教
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長
先

生
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美
深
町
仁
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布
小
中
学

学
校
に
山
村
留
学
制
度
の
視
察

を
し
、
勉
強
し
て
き
た
と
報
告

齋 賀　弘 孝
・
問
寒
別
小
中
学
校
山
村
留
学
に
つ

い
て

・
問
寒
別
小
中
学
校
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
環
境
に
つ
い
て

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な

っ
た
の
か
。

教
育
長
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来
の
問
寒
別
地
区

の
学
校
存
続
の
一
つ
と
し
て
山

村
留
学
制
度
を
参
考
と
し
て
き

た
が
、
現
状
と
し
て
、
受
け
入

れ
に
対
し
て
、
十
分
な
住
居
や

寮
等
を
確
保
で
き
な
い
と
判
断

し
、
こ
の
制
度
の
導
入
は
考
え

て
な
い
。

質
問

視
察
に
行
っ
て
導
入
を

考
え
な
い
と
い
う
の
は
、
教
育

長
の
考
え
か
、
そ
れ
と
も
、
教

育
委
員
、
校
長
先
生
方
、
そ
し

て
、
教
育
委
員
会
部
署
内
の
皆

さ
ん
の
統
一
し
た
検
討
結
果
な

の
か
。

教
育
長

正
式
な
場
で
の
話
で

は
な
い
が
、
問
寒
別
小
中
学
校

校
長
先
生
と
の
ど
う
だ
ろ
う
ね

と
言
う
話
や
、
教
育
委
員
会
事

務
局
の
中
の
話
な
ど
、
そ
う
い

う
経
過
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
お
知
ら
せ
す
る
。

質
問

山
村
留
学
と
な
っ
た
場

合
、
問
寒
別
の
住
宅
不
足
は
、

更
に
深
刻
な
問
題
と
な
る
が
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
か
。

教
育
長

問
寒
別
地
区
で
は
、

無
理
。
現
状
に
お
い
て
、
先
生

方
も
非
常
に
家
庭
的
な
感
じ
だ

教
育
長

就
任
し
た
当
時
は
、

資
料
館
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
後
は
、
時
期
は
覚
え
て
な

い
が
、
妻
と
一
緒
に
見
た
こ
と

が
あ
り
、
２
回
ぐ
ら
い
。

質
問

案
内
板
も
な
く
、
看
板

は
内
側
に
あ
る
。
観
光
客
が
資

料
館
に
行
く
と
閉
館
中
だ
っ
た

と
書
き
込
み
が
あ
り
、
全
く
不

親
切
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

も
っ
と
親
切
な
対
応
が
必
要
で

な
い
の
か
。

町
長

修
繕
中
、
事
前
通
告
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
告
知
等
、
教

育
委
員
会
と
相
談
し
、
今
後
、

改
善
を
し
て
い
く
。

質
問

教
育
の
普
及
の
観
点
か

ら
、
幌
延
っ
子
に
文
化
の
継
承
、

歴
史
を
学
べ
る
場
所
と
し
て
活

用
す
る
考
え
は
。

教
育
長

毎
年
、
資
料
館
を
訪

れ
、
歴
史
、
文
化
を
学
ん
で
い

る
と
聞
い
て
お
り
、
今
後
も
、

そ
の
活
動
を
大
切
に
し
た
い
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
や
っ
と
完

備
で
き
た
の
で
、
資
料
館
、
看

板
も
含
め
て
、
き
れ
い
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

質
問

館
内
は
、
電
気
が
消
え

て
お
り
、
暖
房
も
無
い
。
今
後

の
対
策
は
。

教
育
次
長

建
物
の
管
理
費
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
管
理
費
。
暖

房
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
配
慮

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

と
言
っ
て
い
る
の
で
、
現
状
維

持
が
ベ
ス
ト
と
考
え
て
い
る
。

質
問

教
員
住
宅
の
冬
の
生
活

道
路
確
保
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

教
育
長

冬
季
間
の
除
雪
は
、

入
居
者
が
行
う
よ
う
、
幌
延
町

教
職
員
住
宅
入
居
者
の
心
得
の

配
布
や
校
長
会
、
教
頭
会
を
通

じ
、
自
己
責
任
で
や
っ
て
も
ら

う
よ
う
伝
え
て
い
る
。

質
問

問
寒
別
は
雪
が
多
い
と

思
う
が
、
ス
コ
ッ
プ
等
で
除
雪

す
る
の
は
大
変
だ
か
ら
、
も
う

問
寒
別
の
学
校
に
は
行
き
た
く

な
い
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
た
い
。

教
育
長

幌
延
地
区
よ
り
問
寒

別
地
区
の
方
が
大
変
だ
と
い
う

こ
と
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局

と
し
て
重
々
承
知
し
て
い
る
。

委
員
会
も
協
力
し
な
が
ら
除
雪

対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
中

で
、
映
像
や
音
声
が
２
〜
５
分

程
度
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
早
急
の
対
応
や
復
旧
を
考
え

て
い
る
の
か
。

教
育
長

問
寒
別
の
生
徒
が
こ

の
不
具
合
に
よ
り
、
不
安
や
不

便
さ
を
感
じ
て
い
る
の
は
知
っ

て
い
る
。
幌
延
・
問
寒
別
両
校

と
教
育
委
員
会
で
連
携
し
、
早

急
に
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

質
問

こ
の
不
具
合
を
知
っ
た

の
は
い
つ
な
の
か
。

教
育
次
長

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

始
め
た
時
か
ら
、
ず
っ
と
承
知

し
て
い
る
。

質
問

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
扱
っ問寒別中学校でのオンライン授業風景
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行
政
報
告

　
幌
延
町
貢
献
表
彰

　
11
月
３
日
町
表
彰
式
を
挙
行

し
問
寒
別
西
地
区
森
林
愛
護
組

合
長
と
し
て
平
成
3
年
か
ら
令

和
6
年
3
月
31
日
ま
で
の
33
年

間
森
林
愛
護
の
中
核
と
な
り
森

林
火
災
予
防
、
保
護
育
成
に
貢

献
さ
れ
た
𠮷
原
招
一
氏
を
表
彰
。

　
令
和
6
年
11
月
8
日
幌
延
町

交
流
拠
点
基
本
構
想
に
つ
い
て

答
申
を
受
け
た
。
複
合
的
施
設

整
備
に
反
対
す
る
意
見
も
あ
っ

た
が
概
ね
適
切
で
あ
る
旨
の
答

申
と
な
っ
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
手
続
き
を
し
、
検
討
結

果
等
の
公
表
後
、
年
内
に
構
想

を
樹
立
し
た
い
。

教
育
行
政
報
告

　
11
月
13
日
の
子
ど
も
議
会
に

は
、
ふ
る
さ
と
幌
延
町
に
対
し

て
の
思
い
や
願
い
を
具
体
的
に

質
問
し
て
い
る
姿
に
と
て
も
感

動
し
た
。

　
管
理
職
の
研
修
と
し
て
11
月

6
日
に
幌
延
町
・
豊
富
町
合
同

学
校
経
営
協
議
会
、
教
職
員
の

研
修
と
し
て
11
月
22
日
幌
延
町

教
育
研
究
大
会
を
開
催
。

　
11
月
9
日
第
27
回
中
学
校
秋

季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
稚
内

合
同
・
幌
延
中
チ
ー
ム
が
優
勝
。

11
月
20
日
全
道
英
語
暗
唱
大
会

で
幌
延
中
3
年
の
濱
下
心
暖
さ

ん
出
場
。
11
月
30
日
東
京
で
開

催
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
全

国
大
会
で
幌
延
小
４
年
の
橋
本

英
恵
さ
ん
が
銀
賞
を
獲
得
。

・
報
告
第
１
号

　
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
公
営
住
宅
宮
園
団
地
１
号
棟

改
修
工
事
請
負
契
約
の
変
更
）

　

契
約
金
額
５
，４
７
８
万
円

を
５
，６
０
７
万
円
に
変
更

・
承
認
第
１
号

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
６
年
度

幌
延
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
））

10
月
９
日
付
で
専
決
処
分
し
た

補
正
予
算
案
の
承
認
。
衆
議
院

議
員
選
挙
費
２
７
１
万
8
千
円

の
増
額

・
議
案
第
１
号

　
幌
延
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
看
護
師
が
夜
間
及
び
休
日
に

自
宅
待
機
す
る
際
に
支
給
す
る

手
当
を
支
給
額
1
回
に
つ
き
６

０
０
円
以
内
を
勤
務
時
間
１
時

間
に
つ
き
１
０
０
円
以
内
に
改

正・
議
案
第
２
号

　
幌
延
町
の
特
定
の
事
務
を
取

り
扱
う
郵
便
局
の
指
定
に
つ
い

て
　
地
方
公
共
団
体
の
特
定
の
事

務
の
郵
便
局
に
お
け
る
取
り
扱

い
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
用
署
名
用
電

子
証
明
書
及
び
個
人
番
号
カ
ー

ド
用
、
利
用
者
証
明
用
電
子
証

明
書
の
発
行
、
更
新
に
関
す
る

定
例
会

第
６
回
幌
延
町
議
会

12
月
10
日

質
問

平
成
29
年
度
に
、
空
き

家
空
き
地
バ
ン
ク
制
度
の
創
設
、

令
和
４
年
度
に
幌
延
町
空
家
等

対
策
計
画
を
策
定
し
、
空
き
家

空
き
地
対
策
強
化
に
向
け
た
計

画
を
進
め
て
２
年
に
な
る
が
、

制
度
の
対
策
、
利
用
状
況
は
。

町
長

幌
延
町
の
空
き
家
等
の

現
況
調
査
は
、
平
成
27
年
度
に

調
査
し
て
以
来
、
実
施
し
て
い

な
い
が
、
町
内
の
住
宅
で
空
き

家
に
な
っ
て
か
ら
１
年
以
上
経

過
し
て
い
る
物
件
に
つ
い
て
は
、

航
空
写
真
や
現
地
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。

質
問

空
き
家
空
き
地
バ
ン
ク

の
登
録
、
幌
延
町
空
き
家
等
除

却
利
用
状
況
、
令
和
４
年
度
に

設
置
さ
れ
た
協
議
会
の
開
催
状

況
は
。

町
長

空
き
家
空
き
地
バ
ン
ク

制
度
に
は
、
空
き
地
17
件
、
空

き
家
11
件
の
登
録
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
、
空
き
地
９
件
、
空
き

家
８
件
の
契
約
が
成
立
し
、
空

き
家
３
件
が
登
録
を
取
り
下
げ

て
、
本
年
11
月
末
現
在
の
登
録

件
数
は
、
空
き
地
８
件
、
空
き

家
０
件
。

幌
延
町
空
き
家
等
対
策
協
議
会

は
、
設
置
以
降
、
毎
年
１
回
協

議
会
を
開
催
し
、
空
き
家
の
外

観
調
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
し

て
い
る
。

質
問

空
き
家
空
き
地
に
係
る

固
定
資
産
税
の
納
付
状
況
は
。

住
民
生
活
課
長

家
屋
の
状
況
等

に
応
じ
て
賦
課
を
し
、
家
屋
の

所
有
者
に
課
税
を
し
、
納
税
通

知
し
て
い
る
。

佐 藤　忠 志
・
幌
延
町
空
き
家
等
の
対
策
状
況
に

つ
い
て

て
い
る
業
者
に
相
談
す
れ
ば
、

何
か
手
の
施
し
よ
う
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長

シ
ス
テ
ム
業
者
と
相

談
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
現

在
の
通
信
速
度
の
関
係
や
機
械

の
関
係
に
つ
い
て
、
今
、
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
。

全日本中学校バレーボール選手権試合風景
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事
務
を
取
り
扱
う
郵
便
局
と
し

て
、
幌
延
郵
便
局
及
び
問
寒
別

郵
便
局
を
指
定
。

・
議
案
第
３
号

令
和
６
年
度
幌
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

深
澤
議
員
庁
舎
管
理
費
、
集

落
支
援
活
動
費
の
減
額
理
由
は
。

村
上
住
民
生
活
課
長

集
落
支

援
関
連
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

及
び
集
落
支
援
員
の
確
保
が
で

き
ず
未
採
用
の
た
め
減
額
し
た
。

佐
藤
議
員
金
田
心
象
館
の
文

化
振
興
寄
附
金
の
内
訳
は
。

伊
藤
教
育
次
長
お
弟
子
さ
ん

が
展
示
会
を
行
っ
た
収
益
金
の

一
部
を
寄
附
。

深
澤
議
員
心
象
館
で
保
管
し

て
い
る
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
在

庫
枚
数
は
。

伊
藤
教
育
次
長

１
，
３
０
１

枚
残
っ
て
い
る
。
残
っ
た
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
で
各
施
設
の
電
話

代
に
充
当
し
て
い
る
。

植
村
議
員
風
力
発
電
の
配
当

金
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
あ
る

一
列
に
並
ん
だ
風
車
群
に
よ
る

も
の
な
の
か
。

梶
総
務
企
画
課
長
補
佐

幌
延
町

が
株
主
に
な
っ
て
い
る
風
車
群

の
所
有
者
で
あ
る
幌
延
風
力
発

電
株
式
会
社
か
ら
の
配
当
。

議
案
第
４
号

　
令
和
６
年
幌
延
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

議
案
第
５
号

　
令
和
６
年
度
幌
延
町
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

齋
賀
議
員
消
耗
品
費
、
修
繕

料
の
増
額
理
由
に
つ
い
て
、
突

発
的
な
事
故
に
備
え
て
と
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。

古
草
国
保
診
療
所
事
務
長

購
入
か

ら
年
数
が
経
過
し
て
い
る
医
療

機
器
の
故
障
や
劣
化
し
た
非
常

照
明
用
蓄
電
池
の
交
換
及
び
突

発
的
な
修
繕
に
備
え
る
た
め
。

議
案
第
６
号

　
令
和
６
年
度
幌
延
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

議
案
第
７
号

　
令
和
６
年
度
幌
延
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

議
案
第
８
号

　
令
和
６
年
度
幌
延
町
簡
易
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

議
案
第
９
号

　
令
和
６
年
度
幌
延
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

深
澤
議
員
カ
ラ
ー
マ
ン
ホ
ー

ル
の
展
示
は
い
つ
か
ら
か
。

角
山
産
業
建
設
課
長

パ
ネ
ル

と
マ
ン
ホ
ー
ル
を
セ
ッ
ト
で
と

考
え
て
い
る
の
で
、
納
品
さ
れ

て
か
ら
速
や
か
に
展
示
を
進
め

る
。

西
天
北
五
町
衛
生
施

設
組
合
全
員
協
議
会

�

12
月
25
日

協
議
事
項

　
西
天
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

動
物
焼
却
炉
に
つ
い
て

　

焼
却
炉
を
更
新
す
る
。（
令

和
７
年
度
完
成
予
定
）

　
焼
却
能
力
１
９
０
㎏
／
ｈ
、

　

火
格
子
面
積
１
．
８
５
㎡

（
現
在
の
２
倍
）

　
見
積
金
額
約
１
億
８
千
７
百

40
万
円
。

北
留
萌
消
防
組
合

議
会
定
例
会

�

12
月
2
日

　
12
月
２
日
開
会
の
北
留
萌
消

防
組
合
定
例
会
に
て
、
令
和
６

年
度
に
問
寒
別
分
遣
所
へ
導
入

予
定
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積

載
車
の
製
造
が
遅
れ
て
お
り
、

今
年
度
の
納
車
が
で
き
な
い
た

め
、
２
か
年
契
約
と
し
た
。

心象館のテレホンカード

製作中のカラーマンホール

現在使用中の小型動力ポンプ付積載車

浜里の風車群

　
以
上
、
す
べ
て
の
議
案
は
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。
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11
月
20
日
～
22
日
の
日
程
で
、

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
原
子
力

機
構
報
告
会
に
、
西
澤
議
長
、

齋
賀
副
議
長
、
高
橋
秀
之
議
員
、

佐
藤
議
員
、
岡
田
事
務
局
長
５

名
で
出
席
し
た
。

　
20
日　
稚
内
空
港
を
出
発
し
、

羽
田
空
港
に
到
着
。
そ
の
後
、

原
子
力
機
構
東
京
事
務
所
を
表

敬
訪
問
し
、
永
里
理
事
と
意
見

交
換
を
し
た
。

　
21
日
13
時
30
分
か
ら
開
催
さ

れ
た
原
子
力
機
構
報
告
会
に
出

席
し
、
小
口
理
事
長
の
基
調
講

演
や
大
阪
大
学
核
物
理
研
究
セ

ン
タ
ー
長
の
「
他
分
野
連
携
で

推
進
す
る
標
的
ア
ル
フ
ァ
線
が

ん
治
療
の
社
会
実
装
」
の
講
演

を
拝
聴
し
た
。

　
そ
の
後
、
原
子
力
科
学
研
究

所
Ｎ
Ｘ
Ｒ
開
発
セ
ン
タ
ー
呉
田

セ
ン
タ
ー
長
か
ら
「
ウ
ラ
ン
か

ら
生
成
す
る
有
価
元
素
が
拓
く

新
た
な
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
」
、

原
子
力
科
学
研
究
所
物
理
化
学

研
究
セ
ン
タ
ー
の
本
田
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
か
ら
「
土
壌
粘
土
鉱
物

を
活
用
し
た
革
新
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
変
換
材
料
の
創
製
」
と
題

し
た
発
表
が
あ
っ
た
。

　
報
告
会
の
最
後
に
呉
田
セ
ン

タ
ー
長
と
本
田
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
よ
る
パ
ネ
ル
討
論
が
あ
っ
た
。

　
報
告
会
の
会
場
に
は
、
原
子

力
機
構
の
施
設
が
立
地
さ
れ
て

い
る
五
つ
の
町
村
の
観
光
案
内

ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
特
産
物

な
ど
が
展
示
販
売
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
成
果
展
示
会
場
で
は
、

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
等
の

地
層
処
分
研
究
開
発
な
ど
も
紹

介
さ
れ
て
い
た
。

第
19
回
原
子
力
機
構
報
告
会
に
出
席

第
９
回

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
11
月
28
日

○
調
査
事
項

⑴
住
民
生
活
課
所
管

①
幌
延
町
の
特
定
の
事
務
を
取

り
扱
う
郵
便
局
の
指
定
に
つ
い

て
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連

事
務
を
幌
延
、
問
寒
別
両
郵
便

局
の
窓
口
で
の
取
扱
を
可
能
と

す
る
も
の
。
５
月
１
日
か
ら
サ

ー
ビ
ス
開
始
予
定
。

㉄
委
託
期
間
は
。

答
委
託
期
間
は
１
年
間
で
自
動

更
新
に
よ
り
引
き
続
き
委
託
し

て
い
く
。

㉄
委
託
料
は
、
取
扱
件
数
の
増

減
に
よ
り
補
正
さ
れ
る
の
か
。

答
実
績
に
基
づ
き
毎
月
支
払
っ

て
い
く

⑵
産
業
建
設
課
所
管

①
幌
延
町
農
産
物
等
収
量
減
少

緊
急
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
天
候
不
順
に
よ
り
、
酪
農
経

営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
経
営
を
営
む
者
に
対
し
、

耕
作
面
積
、
飼
養
頭
数
に
応
じ

交
付
金
を
支
給
す
る
。

㉄
対
象
者
は
、
何
戸
か
。

答
耕
作
支
援
対
策
は
75
戸
、
生

産
量
維
持
対
策
は
57
戸
を
考
え

て
い
る
。

㉄
耕
作
地
の
面
積
で
３
百
円
、

頭
数
で
４
千
円
の
交
付
基
準
の

根
拠
は
。

答
耕
作
面
積
の
３
百
円
は
、
中

山
間
事
業
を
参
考
と
し
、
頭
数

の
４
千
円
は
、
予
算
規
模
も
考

慮
し
て
算
出
し
た
。

⑶
総
務
企
画
課
所
管

①
沿
岸
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
等

に
つ
い
て

　
豊
富
町
か
ら
増
毛
町
ま
で
の

路
線
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難

な
状
況
に
あ
り
、
路
線
維
持
の

取
組
と
し
て
、
減
便
や
約
20
％

程
度
の
運
賃
値
上
げ
を
考
え
て

い
る
（
10
月
１
日
か
ら
）

②
幌
延
町
交
流
拠
点
基
本
構
想

策
定
に
係
る
進
捗
状
況
に
つ
い

て
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
年
内
に
構
想
を
樹
立
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
幌
延
町

公
共
施
設
等
管
理
計
画
と
の
整

合
性
を
図
っ
て
策
定
し
て
い
る
。

㉄
商
工
会
が
施
設
に
入
所
す
る

の
か
。

答
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

㉄
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
を
設
置

す
る
前
提
で
、
ス
ペ
ー
ス
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
設

置
台
数
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
実
施
計
画
を
策
定
し
て
く
中

で
、
協
議
し
て
い
き
た
い
。

⑷
教
育
委
員
会
所
管

①
幌
延
中
学
校
区
小
中
一
貫
教

育
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て　

　
10
月
10
日　
教
職
員
・
保
護

者
・
近
隣
住
民
説
明
会
を
開
催

し
、
住
民
の
方
か
ら
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
関
係
、
教
職
員
か
ら

ホ
ー
ル
が
寒
く
な
ら
な
い
か
、

ト
イ
レ
が
狭
い
の
で
は
、
建
設

中
に
小
学
生
は
中
学
校
舎
を
使

う
の
か
な
ど
の
質
問
が
あ
っ
た
。

基
本
計
画
は
、
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ

ス
で
実
施
し
て
お
り
、
ご
意
見

を
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
、
検

討
部
会
で
協
議
を
進
め
て
、
３

月
に
は
、
基
本
計
画
を
策
定
し

て
い
く
が
、
町
民
皆
様
の
ご
意

見
を
取
り
入
れ
た
地
域
の
学
校

を
造
っ
て
い
き
た
い
。

成果展示会場の様子
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道
外
行
政
視
察
報
告

会
及
び
意
見
交
換
会

　
12
月
17
日　
問
寒
別
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ミ
ナ
と
い
か
ん
の
会
員
、

問
寒
別
住
民
等
14
名
、
議
員
７

名
、
議
会
事
務
局
２
名
が
出
席
。

　
佐
藤
副
委
員
長
の
司
会
進
行

で
、
初
め
に
、
高
橋
秀
之
委
員

長
か
ら
視
察
の
概
要
を
説
明
し

た
の
ち
、
各
議
員
か
ら
行
政
視

察
の
感
想
を
報
告
。

　
そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行
い
、

様
々
な
課
題
点
、
問
題
点
が
出

さ
れ
た
が
、
出
席
者
全
員
の
前

向
き
な
発
言
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
最
後
に
、
西
澤
議
長
が
議
会

と
し
て
も
、
い
ろ
い
ろ
協
力
し

て
い
く
と
挨
拶
し
、
閉
会
し
た
。

議
会
報
発
行
編
集
委
員

委

員

長　

深
澤
博
幸

副
委
員
長　

佐
藤
忠
志

委
員　

高
橋
秀
之

委
員　

齋
賀
弘
孝

編 

集 

後 

記

　
こ
れ
ま
で
も
よ
く
先
輩
議
員

か
ら
指
導
頂
い
た
「
首
長
と
議

会
は
幌
延
町
の
両
輪
だ
。
緊
張

関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
議
論
を

通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果

た
し
て
い
こ
う
」
と
。

　
我
々
は
町
民
の
代
表
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
議
論
を
重
ね

て
結
論
を
得
る
。
こ
の
基
本
は

い
つ
も
忘
れ
な
い
つ
も
り
だ
。

　
そ
の
我
々
８
人
の
任
期
も
こ

の
４
月
で
丁
度
折
り
返
し
で
残

り
２
年
。
早
い
も
の
で
あ
る
。

実
は
８
人
の
平
均
年
齢
は
、
北

部
５
町
の
中
で
最
高
齢
70
歳
な

の
だ
。
一
番
若
い
町
が
中
川
町

の
61
歳
。
そ
の
次
が
遠
別
町
の

64
歳
で
天
塩
町
・
豊
富
町
が
69

歳
で
あ
る
。
道
内
の
自
治
体
は

ど
こ
も
人
口
減
少
や
高
齢
化
と

い
う
厳
し
い
問
題
に
直
面
し
、

対
策
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

こ
の
２
年
で
準
備
を
し
若
い
人
、

女
性
の
皆
さ
ん
立
候
補
し
て
み

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？

　
今
ほ
ど
、
首
長
と
議
会
が
協

働
し
て
政
策
立
案
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
は
な
い
。

　
若
い
人
、
女
性
の
発
想
を
今

以
上
に
求
め
た
い
。

議 会 の 動 き
11月13日▶令和６年度幌延町こども議会を開催
11月20日～23日▶原子力機構報告会が東京都で

開催され、西澤議長、齋賀副議長、高橋
秀之議員、佐藤議員が出席

11月25日▶道北地方　森林・林業・林産業活性化
促進議員連盟連絡会総会が旭川市で
開催され、高橋秀之議員が出席

11月26日▶三役会議
11月28日▶第４議会運営委員会
11月28日▶第９回まちづくり常任委員会
11月28日▶第３回情報推進常任委員会
11月28日▶第４回全員協議会を開催
12月2日▶北留萌消防組合議会に無量谷議員が出

席
12月10日▶第６回幌延町議会定例会

12月17日▶幌延町議会道外行政視察報告会及び
意見交換会を問寒別生涯学習センター
で開催

12月22日▶令和６年度自民党移動政調会が稚内
市で開催され、西澤議長が出席

12月25日▶西天北五町衛生施設組合議会全員協
議会に深澤議員、高橋秀之議員が出席

1月5日▶幌延消防団の出初式が開催され、西澤議
長、無量谷議員が出席

1月11日▶問寒別消防団の出初式が開催され、齋
賀副議長が出席

1月14日▶第１回幌延町議会臨時会
1月14日▶議会報発行編集委員会を開催
1月21日～22日▶宗谷町村議会総会並びに意見

交換会が稚内市で開催され、西澤議長
が出席

場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

議
会
の
日
程
は
告
知

端
末
機
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　

議
会
は
、
町
の
予
算

や
身
近
な
問
題
に
つ
い

て
話
し
合
う
大
切
な
会

議
の
場
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
選
ん
だ
議

員
の
活
動
や
町
政
の
方

針
な
ど
を
ぜ
ひ
直
接
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

傍
聴
の
際
は
、
役
場

１
階
の
総
務
企
画
課
で

受
付
を
し
て
３
階
の
議

議会を傍聴しませんか！

行政報告会及び意見交換会の様子
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軽自動車税種別割・自動車税種別割の申告について
　軽自動車税種別割及び自動車税種別割は、毎年4月1日に登録されている車両の所有者（または使用者）
に課税されます｡ 対象車両を新たに購入、譲渡または廃車した場合には、下記の場所において申告を行う必
要があります。
　また、住所の変更があった方については、併せて車両の住所変更の申告を速やかにしていただく必要があ
りますので、ご注意ください。
　現在、使用または所有をしていない車両についても、名義変更及び廃車の手続きをしないまま4月1日を
過ぎてしまうと翌年度以降も税金がかかりますので、忘れずに申告をしてください。
　自動車税種別割納税通知書の送付先変更については札幌道税事務所自動車税部にご連絡いただくか、道税
ホームページにて変更が可能です。
※札幌道税事務所および道税ホームページでは名義変更はできませんのでご了承ください。
　【http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/address/index.htm】

軽自動車税種別割・自動車税種別割の申告窓口
車　　　　種 申　告　場　所

原動機付自転車
（125cc以下のバイクなど）

役場住民生活課 税務住民係
電話：5-1112（住民生活課直通）
問寒別出張所
電話：6-5006

小型特殊自動車
　農耕作業用トラクター
　一定規格以下のタイヤショベルなど
軽自動車
　660cc以下（3輪・4輪のものなど）

軽自動車検査協会旭川事務所
旭川市春光6条5丁目1番23号　電話 050-3816-1765

2輪の軽・小型自動車
　125ccを超え250cc以下のバイク
　250ccを超えるバイク

国土交通省北海道運輸局旭川運輸支局
旭川市春光町10番地1　　  電話 050-5540-2003

普通自動車 国土交通省北海道運輸局旭川運輸支局
旭川市春光町10番地1　　   電話 050-5540-2003
札幌道税事務所自動車税部　電話 011-746-1197

Ｑ＆Ａ
Ｑ１ 小型特殊自動車は公道を走行せず、敷地内のみで使用しているので、課税対象外ですか？
Ａ１ 公道を走行する・しないにかかわらず、４月１日現在で所有している車両は課税の対象になります。
Ｑ２ 小型特殊自動車の課税標識（ナンバープレート）を取り付けていれば、公道を走行できますか？
Ａ２ 小型特殊自動車の課税標識（ナンバープレート）は課税されていることを表すもので、公道を走行するための

許可証ではありません。公道を走行できるのは、国土交通省の型式認定番号を受け、道路運送車両の技術基
準（保安基準）の適合性を確保できる車両です。

詳しくはこちらから→https://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/content/000231912.pdf
Ｑ３ 小型特殊自動車に該当する要件はどのようになっていますか？
Ａ３ 小型特殊自動車に該当する要件は下表のとおりで、要件を超える特殊自動車は大型特殊自動車に該当します。

Ｑ４ 大型特殊自動車を所有しているが、軽自動車税種別割は賦課されますか？
Ａ４ 大型特殊自動車は軽自動車税種別割ではなく、固定資産税（償却資産）の対象となるため、償却資産の申告が

必要です。

種　類 構　造 最 高 速 度 長　さ 幅 高　さ

小型特殊自動車 農耕用 最高速度35㎞/h未満 ― ― ―
その他 最高速度15㎞/h 4.7m以下 1.7m以下 2.8m以下

｜ほろのべの窓｜｜ほろのべの窓｜20252025  3月号  …　12 …　12



　皆さまこんにちは、地域おこし協力隊農業支援員の竹中知美です。日差しが暖か
くなってきた今日この頃、いかがお過ごしでしょうか。
　このたび、ハッピーな報告をさせていただきます！３月31日をもちまして地域お
こし協力隊農業支援員を卒業します！
　令和４年８月に着任し、２年８か月の修行期間でした。夫婦で幌延町問寒別に移
住して、酪農未経験で何もかも手探りの中、楽しいことも苦しいことも経験してき

ました。沢山の方々に手伝ってもらい、農場で
の日々の作業や酪農の知識を教えていただくこ
とで、ここまで来ることができました。本当に
ありがとうございました。
　４月からは夫婦二人で酪農担い手育成センタ
ーの新規就農研修生となり、第三者継承予定の
農場で新規就農まで研修していく予定です。
　何十年か先の私たちの離農が山の頂上だとし
たら、まだ麓にもたどり着けていません。これ
からも沢山の方々に助けてもらい、夫婦二人で
右往左往しながら山を登っていきますので、今
後もどうぞよろしくお願いします！

協力隊おこし域地 通信
VOL.110

農業支援員　竹中知美隊員農業支援員　竹中 知美隊員

　皆さまこんにちは。地域おこし協力隊員の松田です。
　今年も1月15日に開催された「書初め会」に講師として参加いたしました。今年
で4回目を迎え、毎年多くの町民の皆さまにご参加いただいておりますが、今年も
例年以上の賑わいとなり、地域の皆さまに支えられていることを改めて感じました。
特に寒さに負けず熱心に筆を動かす小中学生の姿には、頼もしさを感じました。
　さて、私の地域おこし協力隊員としての任期は3月いっぱいで満了となります。

赴任した当初は右も左もわからず、戸惑うことも多かったのですが、町民の皆様の温かいご協力の
おかげで、放課後学習事業「ふらっとほろのべ」や書初め会をはじめとする様々なプロジェクトに
取り組むことができました。この場をお借りして心より感謝申し上げます。本当にありがとうござ
いました。
　4月以降は、これまでの経験を生かし「放
課後学習の充実」や「書道事業の本格化」を
目指し、町の教育支援に引き続き取り組む予
定です。これからも地域の皆さまにご協力い
ただけますと幸いです。
　また、今後も町内で私を見かけることがあ
るかと思います。その際は、どうぞお気軽に
お声掛けいただけると嬉しいです。これから
も幌延町がさらに魅力あふれる地域となるよ
う微力ながら尽力してまいります。

農業支援員　竹中知美隊員教育担当　松田 大地隊員

夫とお気に入りの牛と一緒に
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インフォメーション

開催月日 開催場所 初回更新者
講習(2時間)

優良運転者
講習(30分)

一般運転者
講習(1時間)

違反運転者
講習(2時間)

3月4日 (火) 天塩町社会福祉会館 10：00～ 13：00～ 13：45～ 15：00～

３月の運転免許更新時講習のお知らせ

令和７年度（第１回）北海道警察官採用試験の実施について
～「北海道は私たちが守る」～

⑴　試験概要
　○受付期間　令和7年３月１日（土）～３月31日（日）
　○一次試験　令和7年４月27日（日）
　○採用予定人数　　250名程度　男性Ａ区分　140名程度、男性Ｂ区分　40名程度
　　　　　　　　　　 　　　　女性Ａ区分　 50名程度、女性Ｂ区分　20名程度
　○受験資格
　【学歴】
　　Ａ区分：学校教育法による大学（短期大学を除く。）等を卒業した者
　　　　　（令和８年３月末日までに卒業見込みの者を含む。）
　　　　　　※高度専門士の称号を取得又は令和８年３月末日までに取得見込みの者を含む
　　Ｂ区分：Ａ区分以外の者（学校教育法による高等学校在学中の者を除く。）
　【年齢】
　　平成５年４月２日から平成20年４月１日までに生まれた者
　　（令和８年４月１日現在で18歳以上33歳未満）
⑵　北海道警察の魅力
　ア　「北海道は私たちが守る」

　警察官の仕事は交番勤務や犯罪捜査、防犯活動、交通指導取締、災害救助等多岐に渡ります。
　自身の特技・個性を活かして、北海道を一緒に守りませんか？

　イ　「ＯＮ、ＯＦＦのある職場！仕事も私生活も充実！」
　北海道警察は仕事のやりがいはもちろん、私生活の充実も大切にする組織です。
　休暇や給料、育児や介護との両立等、私生活も充実させたい方にとって魅力あふれる組織です。

⑶　説明会等について
「まずは北海道警察について知ろう」

　北海道警察では、ＷＥＢや対面型等、各種説明会やイベントを開催しています。
　まずは説明会やイベントに参加して、リアルな道警を知ることから始めましょう。
　説明会の案内は、北海道警察ホームページや採用センターのＳＮＳを御覧ください。

北海道職員採用試験「普及職員（農業）」の受験者募集
　北海道では、農業の生産性向上、農業経営や農村生活の改善などに関する技術や知識を、試験研究
機関や農業関係団体と連携し農業者に普及指導する「普及職員」を募集しています。
　令和７年度北海道職員採用試験に関する情報は下記HPよりご覧いただけます。普及職員に興味があ
りましたら、採用試験に申し込み願います。

採用試験の概要については、北海道人事委員会のホームページをご覧ください。
○北海道人事委員会事務局任用課HP
　https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hj/nny/

普及職員（農業）の業務内容については、次のホームページをご覧ください。
○普及職員（農業）職員採用のページＵＲＬ
　https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/gjf/fukyuu-saiyou.html
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インフォメーション
海上保安庁では、令和７年１０月採用の職員（海上保安学校学生）

を募集します
〇受付期間
　インターネット：令和７年２月２０日（木）～ 令和７年３月１３日（木）

〇試験日程
　第一次試験：令和７年５月１１日（日）

〇受験資格
　令和７年４月１日において高等学校を卒業した日の翌日から起算して１３年を経過していない者及び
令和７年９月までに高等学校を卒業する見込みの者

〇海上保安庁職員採用のホームページアドレス及びＱＲコード
　　https://www.kaiho.mlit.go.jp/recruitment/

〇お問い合わせ先
　詳細については、稚内海上保安部管理課（ＴＥＬ：０１６２－２２－０１１８）までお問い合わせください。

海上保安庁では、令和８年４月採用の職員（海上保安官「保大初任科」）
を募集します

〇受付期間
　インターネット：令和７年２月２０日（木）～ 令和７年３月２４日（月）

〇試験日程
　第一次試験：令和７年５月２５日（日）

〇受験資格
　平成７年４月２日以降生まれの者で、大学（短期大学を除く）を卒業した者及び令和８年３月までに大
学を卒業する見込みの者並びに人事院がこれらの者と同等の資格があると認める者

〇海上保安庁職員採用のホームページアドレス及びＱＲコード
　　https://www.kaiho.mlit.go.jp/recruitment/

〇お問い合わせ先
　詳細については、稚内海上保安部管理課（ＴＥＬ：０１６２－２２－０１１８）までお問い合わせください。
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　1月15日に幌延町総合
体育館武道場にて「書初め
会」が行われ、参加した児童
生徒は力強く筆を走らせて
いました。また、幌延深地層
研究センター国際交流施
設ホワイエには、1月22日
から2月4日までの間、町民
から出品された書初め作品
が展示され、1月31日には、
表彰式が行われました。

書初め会・町内書初め展示会・表彰式

　幌延深地層研究センター
ゆめ地創館にて、工作実験
教室「スノードームをつくろ
う！」が開催され、午前の部・
午後の部を合わせて56名
が参加しました。参加され
たみなさんは、それぞれ工
夫を凝らしながらスノード
ームづくりに挑戦しました。
また、タブレットを用いて幌
延深地層研究センターで取
り組む研究内容について理
解を深めました。

1月18日（土） 工作実験教室「スノードームをつくろう！」

　幌延町総合体育館にて
「第31回幌延町剣道個人
選手権大会」が開催され、
幌延剣道スポーツ少年団
に所属する児童生徒8名が
日ごろの練習の成果を披
露しました。

第31回 幌延町剣道個人選手権大会

　認定こども園・問寒別へ
き地保育所では、節分にち
なんで豆まきが行われまし
た。園児たちは新聞紙を丸
めて作った豆を「鬼は外、福
は内」のかけ声とともに鬼
に向かって投げ、鬼を退治
しました。

認定こども園・問寒別へき地保育所
節分の豆まき

　旧上山牧場にて「雪と遊
ぼう」開催され、青空の下、
スノーモービルが引くチュ
ーブタイヤやバナナボート
に乗り、雪原を快走しました。
また、レクリエーションや昼
食のジンギスカンを楽しみ、
大盛況で幕を閉じました。

2月2日（日） ふるさと自然体験チャレンジ教室
「雪と遊ぼう」

　㈲CFTの敷地内にて、ワ
ラベンチャー「スノーモー
ビルランド」が開催され、ス
ノーモービルが引くバナナ
ボートに乗ったり、自分たち
でスノーモービルを運転し
てみたりなど、広い雪原を
快走していました。また、昼
食は焼肉で体も心もぽか
ぽかに温まりました。

ワラベンチャー問寒別クラブ
「スノーモービルランド」

まちの話題まちの話題

▶書初め会の様子

▶認定こども園での豆まきの様子 ▶へき地保育所での豆まきの様子

▶完成したスノードーム

2月3日（月）

2月9日（日）

1月25日（土）

1月15日（水）
1月31日（金）

▶展示会の様子
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　1月15日に幌延町総合
体育館武道場にて「書初め
会」が行われ、参加した児童
生徒は力強く筆を走らせて
いました。また、幌延深地層
研究センター国際交流施
設ホワイエには、1月22日
から2月4日までの間、町民
から出品された書初め作品
が展示され、1月31日には、
表彰式が行われました。

書初め会・町内書初め展示会・表彰式

　幌延深地層研究センター
ゆめ地創館にて、工作実験
教室「スノードームをつくろ
う！」が開催され、午前の部・
午後の部を合わせて56名
が参加しました。参加され
たみなさんは、それぞれ工
夫を凝らしながらスノード
ームづくりに挑戦しました。
また、タブレットを用いて幌
延深地層研究センターで取
り組む研究内容について理
解を深めました。

1月18日（土） 工作実験教室「スノードームをつくろう！」

　幌延町総合体育館にて
「第31回幌延町剣道個人
選手権大会」が開催され、
幌延剣道スポーツ少年団
に所属する児童生徒8名が
日ごろの練習の成果を披
露しました。

第31回 幌延町剣道個人選手権大会

　認定こども園・問寒別へ
き地保育所では、節分にち
なんで豆まきが行われまし
た。園児たちは新聞紙を丸
めて作った豆を「鬼は外、福
は内」のかけ声とともに鬼
に向かって投げ、鬼を退治
しました。

認定こども園・問寒別へき地保育所
節分の豆まき

　旧上山牧場にて「雪と遊
ぼう」開催され、青空の下、
スノーモービルが引くチュ
ーブタイヤやバナナボート
に乗り、雪原を快走しました。
また、レクリエーションや昼
食のジンギスカンを楽しみ、
大盛況で幕を閉じました。

2月2日（日） ふるさと自然体験チャレンジ教室
「雪と遊ぼう」

　㈲CFTの敷地内にて、ワ
ラベンチャー「スノーモー
ビルランド」が開催され、ス
ノーモービルが引くバナナ
ボートに乗ったり、自分たち
でスノーモービルを運転し
てみたりなど、広い雪原を
快走していました。また、昼
食は焼肉で体も心もぽか
ぽかに温まりました。

ワラベンチャー問寒別クラブ
「スノーモービルランド」

まちの話題まちの話題

▶書初め会の様子

▶認定こども園での豆まきの様子 ▶へき地保育所での豆まきの様子

▶完成したスノードーム

2月3日（月）

2月9日（日）

1月25日（土）

1月15日（水）
1月31日（金）

▶展示会の様子
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ね ん き ん 通 信ね ん き ん 通 信

お問い合わせ先：稚内年金事務所　電話 ０１６２-３3-7011
　　　　　　　　住民生活課 税務住民係　電話 5-1112　告知端末機 5-8812

就職、転勤、婚姻などに伴う国民年金の各手続きについて
　３月は就職や転勤など新生活に向け準備をする方が多いかと思われます。就職をしたときには、国
民年金の種別が変わることがあります。また、退職や婚姻などでも同様に種別が変わることがあります。
第１号被保険者の加入についてはご自身で手続きが必要になります。国民年金は加入期間に応じて将
来受け取れる年金額が変わるため、年金額を減らさないためにも忘れずに手続きしましょう。

国民年金加入者の３種類の種別
　日本に住む２０歳以上６０歳未満の方が国民年金に加入し受給要件を満たすことで、老齢・障がい時に
基礎年金を受けることができます。
　国民年金の加入者は次の３つの種別に分けられ、種別ごとに保険料を納める方法などが異なります。

種
　
別

第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者
自営業、農業者、学生、
フリーター、無職など

厚生年金に加入している会社員
や公務員など

第２号被保険者に扶養されていて、年収
130万円未満の20歳以上60歳未満の配偶者

納
付
方
法

納付書による納付や口座
振替などにより自分で納
めます。

厚生年金保険料に国民年金保険
料が含まれるため、勤務先がま
とめて納めます。

配偶者が加入する年金制度が一括負担しま
す。
※自分では納めません。

届
出
方
法

お住まいの市（区）役所
または町村役場へ届出し
ます。

勤務先を通じで事業主が届出し
ます。

第２号被保険者の勤務先経由で届出しま
す。

国民年金の各手続き 　

＜就職したとき・退職したとき＞
　職場で厚生年金などの加入手続きを行うと、自動的に国民年金第１号被保険者の資格を喪失する
ため、役場や年金事務所での手続きは不要です。
　また、被扶養配偶者（厚生年金などの職場に勤務する第２号被保険者の配偶者）については、配
偶者の勤務先で第３号被保険者の手続きを行ってください。
　第２号被保険者で６０歳前に退職された方は、国民年金第１号被保険者の届出が必要となります。
　また、６０歳未満の被扶養配偶者についても、第３号被保険者から第１号被保険者へ種別が変更と
なるため、役場や年金事務所で手続きが必要です。

＜引越ししたとき・結婚したとき・配偶者の扶養となるとき＞
　氏名変更及び住所変更について、基礎年金番号とマイナンバーの情報が結びついている場合は、
役場や年金事務所での手続きは不要です。転入などの後、第１号被保険者の方で口座振替などの手
続きをしていないのに納付書が届かない場合は、マイナンバー情報が結びついていない可能性があ
りますので年金事務所にお問い合わせください。
　厚生年金などの資格を喪失し、配偶者の被扶養配偶者となる方は、配偶者の勤務先で第３号被保
険者の手続きを行ってください。
　ただし、失業給付などを受給することにより、被扶養の配偶者認定から外れる場合には、役場や
年金事務所で第１号被保険者の手続きが必要です。
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ね ん き ん 通 信

町民くらしのカレンダー３月
期日 行　　　　事 時　間 場　　所

１ 土

２ 日

３ 月 わくわくひろば 10：30～11：30 子育て支援センター

４ 火 移動図書 15：30～18：00 認定こども園

５ 水 まちいちカフェ(問寒別）
親子リズム体操遊び

9:45～
10：30～11：30

問寒別生涯学習センター
子育て支援センター

６ 木 読み聞かせ
すくすく健診

11：00～11：30
13：00～

幌延町生涯学習センター
保健センター

７ 金 すまいるママ
問寒別出張診療

11：00～ 保健センター
問寒別国保診療所

８ 土

９ 日 スキー場クローズ

10 月 わくわくひろば 10：30～11：30 子育て支援センター

11 火

12 水 心療内科・精神科 国保診療所

13 木 幌延中学校卒業式 9：30～ 幌延中学校

14 金

15 土 問寒別小中学校卒業式 10：00～ 問寒別小中学校

16 日

期日 行　　　　事 時　間 場　　所

17 月
親子サロン
生きがい教室

「ヨガ教室、閉級式」

10：30～11：30
13：30～15：30

子育て支援センター
幌延町生涯学習センター

18 火 もぐもぐスクール 10：00～ 保健センター

19 水 幌延小学校卒業式 10：00～ 幌延小学校

20 木 春分の日

21 金

22 土

23 日

24 月 各小中学校修了式 各小中学校

25 火 こども園　卒園式 10:00～ 認定こども園

26 水 問寒別へき地保育所卒所式
心療内科・精神科

10:00～ 問寒別へき地保育所
国保診療所

27 木

28 金

29 土

30 日

31 月

※　子育て支援の事業については告知端末機でご案内します。随
時ご確認ください。

◇
幌
延
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
（
香
典
返
し
の
一
部
）

榎
本　
良
子
さ
ん（
夫
）栄　
町

日
野　
志
美
子
さ
ん（
夫
）字
上
幌
延

植
村　
　
敦
さ
ん（
妻
）字
上
幌
延

小
西
出　
範
和
さ
ん（
母
）字
開
進

田
中　
里
子
さ
ん（
母
）中
川
町

■
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

石
野　
敦
也
さ　

　
ん（
39
歳
）元　
町

鈴
木　
眞
弓
さ　

　
ん（
60
歳
）字
幌
延

榎
本　
利
雄
さ　

　
ん（
81
歳
）栄　
町

日
野　
誠
治
さ　

　
ん（
95
歳
）字
上
幌
延

植
村　
幸
子
さ　

　
ん（
73
歳
）字
上
幌
延

小
西
出　
克
子
さ　

　
ん（
80
歳
）字
開
進

森
本　
フ
ヂ
ヱ
さ　

　
ん（
91
歳
）１
条
北
２

戸
　
籍
　
の
　
窓
12月・１月

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　  

ご
ざ
い
ま
す
1月
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一
月
定
例
俳
句
会
作
品

　幌
延
ほ
お
ず
き
俳
句
会

年
一
つ
乗
せ
て
め
で
た
き
初
句
会

今
年
は
と
こ
こ
ろ
を
慎
め
初
句
会

ゆ
き
お
う
て
お
ち
く
る
も
の
の
ゆ
き
な
る
や

初
句
会
サ
イ
ロ
の
よ
う
な
役
場
見
て

富
樫
と
も
子

小
玉
　
利
治

熊
谷
　
陽
一

田
中
　
徹
男

■企画・編集／総務企画課 企画振興係　■印刷／株式会社須田製版
■幌延町ホームページアドレス／ https://www.town.horonobe.lg.jp

総務企画課 企画振興係
電話 ５―１１１４／告知端末機 ５―８８１４

この広報誌は、資源保護のため再生紙を利用しています。

男
女

合計
人　口

世帯数令和7年1月末日現在  ※（  ）内は前月比

1,063
973

2,036

（-3）
（-3）
（-6）

1,181 世帯（ 0）

ほ
ろ
の
べ
の

窓

ま ち の うご き

■
２
月
は
１
年
の
中
で
一
番
日
数
が
短
い

の
で
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
ゆ
き

ま
し
た
ね
。
ま
ち
の
話
題
で
も
一
部
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
町
内
で
は
、

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
ラ
ン
ド
や
ス
ノ
ー
カ
イ

ト
な
ど
冬
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
子
ど
も
・
大
人
関
係
な
く
、
冬
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
満
喫
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
私
も
写
真
を
撮
影
す

る
時
に
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
後
ろ
に
乗
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
あ
の
爽
快
感
は
忘

れ
ま
せ
ん
（
笑
）

■
３
月
は
卒
業
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
３
月
は

出
会
い
と
別
れ
の
季
節
と
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
寂
し
さ
、
期
待
、
不
安
な
ど
色
々
な

感
情
が
入
り
混
じ
り
ま
す
。
卒
業
ま
で
残

り
少
な
い
日
数
を
楽
し
く
過
ご
し
て
ほ
し

い
で
す
。
そ
れ
で
は
ま
ら
来
月
号
で
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
！　

  国税の納付はキャッシュレス納付をご利用ください！
　申告所得税及び復興特別所得税の納期限は３月17日（月）、消費税及び地方消費税の納期限は3月31
日（月）です。
　国税の納付には様々な方法がありますが、中でも、下記のキャッシュレス納付は、簡単・便利に納付
ができますので、是非ご利用ください。
　キャッシュレス納付を利用すれば、確定申告期等の窓口が混雑する時期に、金融機関や税務署に出向
くことなく、自宅やオフィスで納付ができます。

　事前に税務署又は金融機関に届け出ることで、
振替日に預貯金口座から自動的に納付ができます。
なお、一度届出を行えば継続してご利用が可能です。
また、申告所得税及び復興特別所得税の振替日は
４月23日（水）、消費税及び地方消費税の振替日
は４月30日（水）なので、振替日の前日までに預
貯金残高をご確認いただき、納税資金のご準備を
お願いします。

◇振替納税

　ダイレクト納付・インターネットバンキング
・スマホアプリ納付等、ご自身に合った納付手
段を選択できます。

◇その他の納付手段

　パソコン・スマホ等から、「国税クレジット
カードお支払サイト」にアクセスし、必要事項
を入力するだけで納付ができ、事前の届出は必
要ありません。なお、納付税額に応じた決済手
数料がかかります。

◇クレジットカード納付

詳しくは、こちらから


